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(
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十

一
月

二
十
六
日
第

十
八
回
開
會
。
出
品
者
五
十
四

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

り

人
、
出
品
數

二
百

二
十

一
枚
選
評
の
結
果
上
記

の
如

し

。
今
回
は
意
匠

に
於
て
格
別
奇
抜

な
る
も

の
な
く
、
四

等
小
林
氏
の
雛
は
稍

群
を
抜

け
り
。
五
等
霞
網
、
妙

想
な
り
し
も
技
術
は
未
だ

し
。
八
等

の
作
者
は
常
に

想
に
於
て
優

れ
る
も

の
を
出

せ
り
。
技
術
紅
葉

も
前

回
に
比
し

て
傑
作
少
な
か
り

し
。
三
等
は
美
し
く
、

八
等
宮
城
野
は
忠
實
な
る
描
寫

喜
ぶ
べ
し
。
十
七
等
、

十

八
等
共
に
意
匠
畫
的

に
し
て
、
寫

生
の
技
倆

を
見

る
能

は
ざ
る
は
惜
む
べ
し
。

一
月
課
題

平
和
(
意

匠
)　
お
も
ち

や

(技

術
寫

生
を
貴

ぶ
、
孤
崖
氏
出
題
)

一
月
二
十
日
〆
切
　
同
二
十
八
日
開
會

十

一
月

二
十

六
日
は
、
來

會
の
人
意
外
に
多
く
撹
評

や
ら
書
論

や
ら
族
行
談

や
ら
に
耽

つ
て
爲
め
に
紀
念

絡
葉
書

の
合
作

も
出
來
ず
、
此
次
ん
、
そ
は
と
約
束

し

て
八
時
頃
散
倉

し
た
。


